令和８年度医学生・臨床研修医向けPR事業業務委託企画提案募集
の内容等に関する質問書への回答
[bookmark: _Hlk201733954]
　（仕様書 第4．委託業務の内容1）
Q．説明時間は9時から17時30分（16枠）を想定しているかと思いますが、説明時間並びに枠数を変更する事は可能でしょうか。
[bookmark: _Hlk234577194]例えば、学生向け事前セミナーを9時から9時30分にて実施、病院説明を9時30分から17時30分（15枠）等のような形を想定しております。
A.　可能です。仕様書に記載されている１６枠は、病院の説明時間枠と別に事前セミナーを含んだ総計とさせていただきます。セミナー内容は、埼玉県の臨床・専門研修の興味・関心を喚起し、埼玉県内への誘導・定着につながる内容とさせていただきます。

（仕様書 第４．委託業務の内容1）
Ｑ．多くの病院が同じ時間帯の枠のみ希望した際は、他の時間を検討いただくなど、相談は可能でしょうか。
（例）全病院が午前中の枠を希望した場合など
A.　極端に午前・午後で病院数が異ならないように、各病院と相談・調整いただきたいと考えております。

（仕様書 第４．委託業務の内容2）
Ｑ．「説明会のアーカイブ動画等を約１か月間程度、対象者が閲覧可能な方法で配信を行うこと。」とありますが、1枠の座談会の説明部分を切り取り掲載する形でしょうか。
A．その通りです。

（仕様書 第４．委託業務の内容2）
Ｑ．（２）業務内容詳細の①に「専門知識や経験を活かし」と記載がありますが、これは受託する事業者にも求められているものという認識で良いか。
A．その通りです。

（仕様書 第４．委託業務の内容2）
Ｑ．アーカイブ動画を残すことになっていますが、新たにLPの制作が必要か、既存の県のWEBサイトが使用できるのか。
A．県HPにアーカイブ動画を載せることは制度上可能です。LPの制作は必須ではありません。本契約後、アーカイブ動画アクセスしてもらうために、より効果的な方法を協議して決定していきたいと考えております。


（仕様書 第４．委託業務の内容3）
　Ｑ．「臨床研修病院ガイドブックを作成すること」に関しての以下、質問に回答。
（２）頁数：表紙・裏表紙を含めたページ数でしょうか。
A．仕様書に記載されているのは表・裏表紙を含めていない頁数の目安になります。そのため、別途表・裏表紙を作成いただく必要がございます。

（６）掲載内容：現在の臨床研修病院37施設から変更はありますか。
A．令和９年度から、臨床研修病院は38施設となります。

（７）納品・周知方法：配布先の内訳を教えてください。 
A．【臨床研修病院ガイドブック】
・臨床研修病院　　　　　　　　　　　　　　　　　  36病院×3部=108部
・埼玉医科大学総合医療センター　　　　　　　　　　　　　　　　　　　100部
・県内保健所　　　　　　　  　　　　　　　　　　 17施設×1部＝　　17部
・関東甲信越大学医学部　　　　　　　　　　　　26大学×3部＝  78部
・埼玉医科大学　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  130部
・埼玉県医師会　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　15部
・医師育成奨学金貸与者               　　　　　　　　　　　  144部
・合同説明会参加者　　　　　　　　　　　　　 　約300名×1部＝300部
・医療人材課                                          108部
計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　　　　　1000部
※こちらは昨年度配布先です。配布先や配布数は多少前後いたしますが、計1,000部であることは変わりません。
　
（６）掲載内容、（８）その他：取材や写真撮影対象の病院数と医師数を教えてください。
[bookmark: _Hlk234586337][bookmark: _Hlk234586862]A．臨床研修ガイドブック：２病院を予定。１病院につき、１～２名の医師への取材を想定。
　　 専門研修ガイドブック：２病院を予定。１病院につき、１～２名の医師への取材を想定。

　　　※以下、昨年度参考
　　　臨床研修ガイドブック：２病院。計３名の医師を取材。
　　 専門研修ガイドブック：２病院。計３名の医師を取材。
　　　なお、表紙には取材した写真を活用した。




（仕様書 第４．委託業務の内容４）
Ｑ．　「専門研修病院ガイドブックを作成すること」に関して以下、質問に回答。
（２）頁数：目安が奇数ページですが、冊子の構成上、偶数ページの間違いでしょうか。表紙・裏表紙を含めたページ数でしょうか。
A．ご指摘の通り両面印刷の用紙を用いて冊子を作成するため、偶数ページとなります。よって、目安を39ページ程度と記載しましたが、40ページを目安としてください。 
また、仕様書に記載されているのは表・裏表紙を含めていない頁数の目安になります。そのため、別途表・裏表紙を作成いただく必要がございます。
（６）掲載内容：今年の専門のプログラム数から変更はありますか。増加するのであれば領域ごとの増加予定数を教えてください。
[bookmark: _Hlk234586603]A．例年、１０月頃に翌年度の専門研修プログラムの承認が日本専門医機構　理事会にて行われるため、増加するのか、増加するとしたらどの領域なのかは、１０月～１１月頃にお伝えできる見込みです。
以下、２０２７年４月開始予定の専門研修プログラム関連スケジュールについての通知が日本専門医機構から出ているため、ご参照ください。
https://jmsb.or.jp/kenshu_news/%e3%80%88new%e3%80%892027%e5%b9%b44%e6%9c%88%e9%96%8b%e5%a7%8b%e4%ba%88%e5%ae%9a%e3%81%ae%e5%b0%82%e9%96%80%e7%a0%94%e4%bf%ae%e3%83%97%e3%83%ad%e3%82%b0%e3%83%a9%e3%83%a0%e9%96%a2%e9%80%a3%e3%81%ae/

（６）掲載内容（８）その他：取材や写真撮影対象の病院数と医師数を教えてください。
A．臨床研修ガイドブック：２病院を予定。１病院につき、１～２名の医師への取材を想定。
　　 専門研修ガイドブック：２病院を予定。１病院につき、１～２名の医師への取材を想定。

　　　※以下、昨年度参考
　　　臨床研修ガイドブック：２病院。計３名の医師を取材。
　　 専門研修ガイドブック：２病院。計３名の医師を取材。
　　　なお、表紙には取材した写真を活用した。







（７）納品・周知方法：配布先の内訳を教えてください。
A． 【専門研修プログラムガイドブック】
・県内医療機関50病院　　　　　 約962部
・埼玉県指定大学7大学　　　  　約115部
・埼玉県保健所17施設　　　　      17部
・埼玉県医師会　　　　　　　　　　　　　　15部
・医療人材課　　　　　　　　　　　　　　  91部
計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1200部
※こちらは昨年度配布先です。配布先や配布数は多少前後いたしますが、計1,200部であることは変わりません。

（ガイドブック作成全般について）
[bookmark: _Hlk234666430]Ｑ．ガイドブック2種類のレイアウトやデザイン等も評価の対象となるのか、受託後の協議となるのか。
A．レイアウトやデザイン等のご提案が、本県内における臨床研修・専門研修実施に対する興味・関心を喚起することに繋がる内容であり、実施要項の審査項目のどれかにあたる内容であると審査員が判断した場合は、評価の対象となります。また、正式なレイアウト・デザイン等については受託後の協議で決定しきます。


（過去の病院説明会の概要について）
Ｑ．昨年度の「病院合同オンライン説明会」の総参加者数、および内訳（在籍大学・学年、県外大学の割合）を教えていただく事は可能でしょうか。
A．【昨年度データ】
　　 総参加者：２３４名
　 　内訳：医学部５年生：44.5％、4年生51.3％、3年生3.4％　２年生0.4％、不明0.4％
　　　　　　  県内大学：23名　県外大学：211名
